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私はYEGとして、夢に挑む。

私たちはYEGとして、地域を愛し、日本（にっぽん）を愛する。

すべてのYEGは、連帯の証となる。

商工会議所青年部は

地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担い

次代への先導者としての責任を自覚し

地域の経済的発展の支えとなり

新しい文化的創造をもって

豊かで住みよい郷土づくりに貢献する

われわれ青年部は

一、地域を支える青年経済人として　先導者たる気概で研鑽に努めよう

一、国際社会の一員であるべき　国際人としての教養を高めよう

一、豊かな郷土を築くために　創意と工夫　勇気と情熱を傾けよう

一、文化を伝承しつつ　新しい文化の創造に向かって歩を進めよう

一、行動こそ時代を先駆けるべき青年の責務と信じ　力を合わせ　国の礎となろう

一　伸びゆく大地

　　伸びゆく大地 日本の

　　拡がる街なみ 青い空

　　集える仲間は それぞれに

　　地域を支える 気概持つ

　　願いをかたちに 変えるため

　　商工会議所 青年部

　　求めて我らは 立ち上がる

二　幾山河を

　　幾山河を 越えていく

　　道は果てなく 遠いけど

　　夢追う気持は 忘れない

　　人と人とが 語りあい

　　心と心を 結ぶため

　　商工会議所 青年部

　　時代を我らは 先駆ける

三　自由の海の

　　自由の海の 渚には

　　世界の波が 打ち寄せる

　　歴史の舵は いつの世も

　　熱ある者が 取ってきた

　　豊かな郷土を 築くため

　　商工会議所 青年部

　　明日に我らは 船出する

石井 耕二 作詞　・　石井 歓 作曲

「伸びゆく大地」

YEG宣言YEG宣言

綱　領綱　領

指　針指　針

商工会議所青年部の歌商工会議所青年部の歌
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　経済・社会環境が大きく変化する中で、企業と地域社会の次代を担う青年経済人が互いに交流と連携の輪を拡げ、企業の発展と豊かな地域
社会の形成に果たす商工会議所の役割を認識し、その実現のために青年経済人として何をなすべきかを研究し、研鑽することを目的とする。

目　的

開催地テーマ

東海ブロック商工会議所青年部
連合会スローガン

日本商工会議所青年部
スローガン

大 会 概 要大 会 概 要

　一宮市は、愛知県の北西部、濃尾平野の中央に位置し、尾張地方の経済・交通の要所です。人口は約37万人。地名の由来は、平安時代
に尾張の国「一の宮」であったことによるもので、古くから真清田神社の門前町として栄えました。木曽川の清流と温暖な気候に恵まれ、繊維
産業の一大拠点として発展し、明治以降は工業化された毛織物業の中心地として躍進。その勢いは「ガチャマン景気」と称され、織機が一度
動くごとに万単位の利益を生むほどでした。
　また、一宮が発祥とされる「モーニング文化」、日本三大七夕まつりに数えられる「おりもの感謝祭 一宮七夕まつり」、豊かな自然を誇る
「ツインアーチ138」など、多彩な文化が根付いています。近年では、その交通利便性を活かし、物流・交流の拠点としても注目を集め、令和3
年4月には市制施行100周年を迎え、中核市として新たな歩みを進めています。
　現在、私たちを取り巻く経済・社会環境は、大きな変革の時を迎えています。デジタル化の進展、グローバル化の加速、少子高齢化による労働
人口の減少に加え、パンデミックや国際情勢の変化に伴うサプライチェーンの見直しなど、企業を取り巻く環境は、かつてないスピードで変化し
ています。こうした状況の中で、私たち青年経済人には、変化に適応し、柔軟な発想で未来を切り拓く力が求められています。しかし、企業や
地域が単独でこれらの課題を解決することは容易ではありません。だからこそ、私たちYEGは、単なる交流にとどまらず、地域を支え、未来を
創る志を持った仲間との絆を深め、共に学び共に成長していくことが必要です。歴史を振り返れば、地域の繁栄は、先人達の交流と研鑽、
そして繋がりの中で育まれてきました。私たちもまた、その想いを受け継ぎ、絆を紡ぎながら、未来へと繋げていかなければなりません。
　今回、開催地テーマを 「YEG X(CROSS) ROAD ～こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの絆～」 と掲げました。私たちは、
この大会を一過性のイベントではなく、未来へ続く「道」として捉えています。「X(CROSS) ROAD」とは交差点を指しますが、大会を通じて、
想いや夢、希望や可能性が交差し、新たな可能性へと繋がる未来への道の始まりであってほしいという願いを込めています。人と人を結び、
こころとこころを合わせ、枠にとらわれない様 な々要素を織り合わせることで生まれる学びと体験、そしておもてなしを提供し、参加いただく方々に
とって、「未来へと続く一歩」となる大会を目指します。
　結びとなりますが、過去37回にわたる東海ブロック大会の想いを、東海ブロック39単会、連帯の証として、一宮YEGが敬意と誇りをもって引き
継いでまいります。令和7年度、私たち一宮YEGは設立より30周年を迎えます。この記念すべき節目の年に、東海ブロック大会を開催できる
ことは、私たちにとって大きな誇りであり、同時に大きな挑戦でもあります。また、本大会は隣接する稲沢、江南をはじめとする尾張７市のYEGと
協働し、地域を超えた連携と絆を深めながら作り上げていく大会でもあります。地域の枠を超え、仲間と共に学びあい、成長することでYEG
の可能性をさらに広げてまいります。
　本大会で生まれる繋がりや学びが、一宮YEGだけでなく、東海ブロック全体の発展へと繋がるよう、全力を尽くします。是非、一宮の地へ足を
運んでいただき、東海ブロックYEGの絆をさらに深め、こころ織りなす未来へと「One Team」で進んでまいりましょう！

こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGのこころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの

O n e  Team 東海！
～ひとつになろう、より良い未来にむかって～
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ご 挨 拶 ・ ご 祝 辞ご 挨 拶 ・ ご 祝 辞

日本商工会議所青年部「第38回 東海ブロック大会一宮大会」の開催にあたり、ご挨拶を申し上げます。

わが国経済は、30年に及ぶ停滞期を脱し、成長型経済への移行、地域経済の好循環を実現する契機を迎えています。

一方、人口減少や流出など、構造的な人手不足に加え、賃上げに伴う労務費の増加、円安やコスト増を背景とした、賃上げ

を上回るコストプッシュインフレ、金利上昇など、中小企業が直面する課題は多様化し、業況の二極化が顕在化しています。

今年度は中小企業の約７割が賃上げを行っていますが、このうち６割は収益が改善しない中での防衛的賃上げとなっています。

また、国際情勢の不確実性が高まり続けています。特に、米国の関税措置により、輸出企業だけでなく、サプライチェーンを

構成する多くの中小企業に影響が及ぶ難局を乗り越えるべく、商工会議所は中小企業の経営支援に全力を尽くしてまいります。

こうした中、わが国が経済好循環を実現する原動力となるのは、「地域」と「中小企業」です。

今年度、小野会長は「ＹＥＧ Ｃｏｍｍｏｎ」をスローガンに掲げ、「地域の永続的繁栄」に向けたさまざまな事業を展開されています。

例えば、経営者であるＹＥＧメンバーに、オンラインで学びの機会を提供する「ＹＥＧビジネスアカデミー」、大阪・関西万博を

契機に、全国のＹＥＧメンバーが海外の青年経済団体と交流した国際事業、ＹＥＧメンバーが連携して地域の特性を生かし

た商品やサービスを開発するビジネス活性化事業などの活動は、大変心強い限りです。

こうした活動力に溢れ、未来志向のＹＥＧの皆さんにお願いしたいことを３点申し上げます。

１つ目は、「価格転嫁の商習慣化の推進」です。今般、中小受託取引適正化法が成立し、政府の取組みも強化されて

いますが、日商の調査では、価格転嫁はいまだ道半ばであると言えます。社会全体で、価格転嫁の商習慣化を推進することが

不可欠です。ＹＥＧの皆さんにも、積極的な価格交渉や勇気ある値上げに取り組んでいただくとともに、より多くの皆さんに

「パートナーシップ構築宣言」を宣言いただき、その実効性向上に努めていただきたいと思います。

２つ目は、「『稼ぐ力』の強化に向けた挑戦」です。人手不足が深刻化する中、生成ＡＩなどデジタルツールの活用や省力化

投資、新分野への進出、海外展開による外需獲得など、新たな課題をビジネスチャンスに変え、生産性向上と付加価値の

拡大に挑戦してほしいと思います。日本商工会議所も、全国の商工会議所と連携し、地域の若きリーダーである皆さんの挑戦

を伴走支援してまいります。

最後の３つ目は、「地方創生への取組み」です。地方創生の主役は、企業数の99.7％、従業員数の約７割を占める中小企業・

小規模事業者です。多くの地域で人口減少・高齢化が急速に進行し、地域経済の縮小という課題に直面する中、次代の地域

リーダーであるＹＥＧの皆さんの、新しい視点による想像力と行動力が、地方創生に向けた大きな鍵となります。

日本商工会議所は、地域発の経済好循環の創出に向け、全国515商工会議所とＹＥＧの皆様の挑戦を全力で後押し

してまいります。

結びに、大会のご成功と、ご参会の皆様のますますのご発展をお祈り申し上げます。

小林 健

日本商工会議所
会頭

ご
挨
拶
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日本商工会議所青年部「第38回東海ブロック大会 一宮大会」が盛大に開催されますことを、心よりお喜び

申し上げます。また、本大会の開催に向けて、主管ＹＥＧである一宮ＹＥＧならびに愛知県商工会議所青年部

連合会の皆さまは、真に地域の未来を考え、より良き道筋を照らすべく多大なご尽力をされてきたことと存じ、

深く敬意を表します。

わが国には、100年を超える企業の数は2024年時点で45,000社を超え、その割合は全世界の50％以上

となりました。他方、ここまで長寿企業が多い半面、日本企業の10年存続率は約6.3％という現実もあります。

近代資本主義の限界、そして地域消失の危機が目前に迫る中、これまでにはない新たな地域経済づくりと、

故郷や國という我々の共有財産を未来へと残すためのリーダーシップが必要な時代に入りました。この理想

を全国のＹＥＧメンバーへと共有、共鳴、そして共創するために、令和７年度日本ＹＥＧはスローガンを「ＹＥＧ 

Ｃｏｍｍｏｎ～心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する～」と掲げました。企業を地域の

公共財と位置付け、これまで以上に公の精神と高い理想を持ち、実現に向けた行動が何より大切になります。

全てのＹＥＧメンバーは、日本の地域経済を牽引する存在です。近代資本主義の濁流に飲まれた拡大再生産

が目的の経済ではなく、日本の美しい風景を持つ地域にまで巡り、それが未来へと流れるような経済の在り

方を、青年経済人として実現する役割があります。共に時代の先頭に立ち、未知への一歩を踏み出してまい

りましょう。

東海ブロック大会の開催にあたり多大なご支援・ご尽力をいただきました一宮商工会議所をはじめ関係

各位に心から御礼を申し上げ、皆さまの企業・地域のますますの発展と、皆さまのご家族のより良き未来を

祈念してご挨拶といたします。

小野 知一郎

令和７年度
日本商工会議所青年部

会長

ご
挨
拶



06

日本商工会議所青年部「第38回東海ブロック大会　一宮大会」の開催にあたり、謹んでご挨拶申し上げます。

東海ブロック39単会の皆様、全国のYEGメンバーの皆様、そしてOB・OGの皆様におかれましては、

ご多用の中、ここ一宮の地にお越しいただき、厚く御礼申し上げますとともに、心より歓迎致します。

また、ご多忙の中ご臨席賜りましたご来賓の皆様、関係諸団体の皆様、そして親会の皆様に対しましても、

日頃より賜っておりますご支援とご厚情に、改めて深く御礼申し上げます。

さて、私たち青年経済人を取り巻く環境は日々変化しており、さまざまな課題は一層深刻化・複雑化して

います。世界に目を向ければ、地域間紛争や気候変動、政治的な不安定さなどにより、社会の不確実性は

増しています。また、我が国においても、度重なる自然災害や少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少、労働力

不足、社会保障制度の圧迫など、日々の暮らしや経済活動に影響を及ぼす問題が山積しています。これらの

現実を前に、私たちは未来への責任をあらためて自覚しなければなりません。

こうした時代の中、私たち青年経済人は、地域の未来を担うリーダーとしての責務を果たし、先人たちが築

いてこられた歴史や伝統、そして愛する地域の姿を、より良い形で次世代へと継承していく必要があります。

地域社会の理想を追求し、その永続を目指し続けることが、今まさに求められているのです。

このような状況の中、私たち東海ブロックYEGは、令和7年度のスローガンとして「One Team 東海！

ひとつになろう、より良い未来にむかって」を掲げ、それぞれの企業の成長を通じた地域経済の発展を目指し、

さまざまな活動を展開しています。

東海ブロックには、それぞれに特色を持った39の単会、3,500名を超える仲間が所属しており、互いの

知恵や経験を持ち寄り、学び合い、刺激し合えるかけがえのないネットワークがあります。地域の歴史、文化、

産業構造や観光資源はもちろんのこと、直面する課題や取り組みも多様であり、その多様性こそが私たちの

力であり、可能性です。

本大会を通じて、単会の枠を越えた交流や新たな気づきが生まれ、それぞれの地域に持ち帰ることの

できる多くの学びやつながりが育まれることを心より願う次第です。

結びにあたり、本大会の開催に際し、多大なるご尽力とご支援を賜りました愛知県、一宮市、一宮商工

会議所をはじめとする関係諸団体の皆様、そして本大会に関わってくださったすべての皆様に、心より深く

感謝申し上げます。

この大会が、皆様にとって実り多き時間となり、今後の活動の更なる原動力となることを祈念いたし

まして、私からのご挨拶とさせていただきます。

加藤 寛之

令和７年度
東海ブロック商工会議所青年部連合会

会長

ご
挨
拶
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日本商工会議所青年部 第38回東海ブロック大会一宮大会がこの一宮市で開催されますことを、

開催地商工会議所会頭として心より歓迎申し上げます。また、愛知県、岐阜県、三重県から多くの若手

経営者の皆様をお迎えできることを大変嬉しく思います。

一宮商工会議所は令和3年に設立100周年を迎え、地域経済の持続的な成長を目指して活動してい

ます。昨今は特に、スタートアップ支援に注力し、国内最大のスタートアップ集積施設「STATION Ai」

と連携を深め、地域の事業者をスタートアップとのマッチングを推進しており、並行してイノベーション

推進や連携共創を支援し、尾張エリア全体の経済基盤の底上げに取り組んでいます。さらに、「一宮

モーニング事業」をはじめとする地域振興事業を通じて、交流人口の増加にも力を入れ、地域の活性化

に寄与しています。

現在、私たちを取り巻く経済・社会環境は大きな変革期にあります。デジタル化の加速や、子高齢化に

よる労働力不足など、企業経営を取り巻く課題は多様かつ複雑化してきています。こうした状況下で、

地域の若い経営者である皆様の柔軟な発想と行動力こそが、日本の未来を切り拓く原動力であると

確信しております。

本大会のテーマ「YEG X(CROSS) ROAD ～こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの絆～」

には、参加者の皆様が、想いや夢、希望を交差させ、新たな可能性を紡ぎ出す場にしたいという願いが

込められています。単なる交流の場にとどまらず、ここで築かれる絆が未来への道標となり、地域や

企業の持続的な成長につながることを期待しています。

一宮商工会議所青年部は主管団体として、地域の枠を超えた連携と交流を推進し、東海ブロック

全体の発展に寄与することを使命としています。今年度は設立30周年を迎える節目の年でもあり、

この大会を通じて他の青年部の皆様と共に学び合うとともに、成長する機会としたいと考えています。

結びに、一宮は伝統と革新が融合したまちであり、皆様の交流と学びの場として最適な環境を整えて

おります。今回の大会が、参加者の皆様にとって新たな気づきや刺激となるとともに、皆様が本大会を

通じて絆を深め、共に未来を切り拓く同志として成長されることを期待いたします。どうぞ一宮の地で

充実した時間をお過ごしください。皆様のご健勝と本大会の成功を心より祈念申し上げます。

豊島 半七

一宮商工会議所
会頭

ご
挨
拶
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令和7年度 日本商工会議所青年部 第38回 東海ブロック大会 一宮大会の開催にあたり、東海ブロック

YEGの皆様、そして全国各地よりご参集いただきましたYEGの皆様に、心より感謝と歓迎を申し上げます。

また、ご多用の中ご臨席を賜りましたご来賓の皆様をはじめ、関係諸団体の皆様、そして日頃より私たちの

活動を支えてくださっている一宮商工会議所ならびにOB・OGの皆様にも、多大なるご支援とお力添えを

賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。

今回、開催地テーマを「YEG X（CROSS）ROAD ～こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの絆～」

といたしました。人と人を結び、心と心を合わせ、想いが重なり合うことで、新たな夢や希望、そして無限の

可能性「∞」が広がる未来への道、出発点となる大会でありたいという想いを込めています。

YEGには、同じ時代に生きる青年経済人だからこそ、分かち合える想いがあります。地域を越えて、業種

や文化の違いを越えて、学び、刺激を受け、高め合う「同志との絆」があります。この東海ブロック大会は、

単なる出会いや交流の場ではなく、未来をともに切り拓いていくための起点です。今を見つめ、未来を描き、

行動に変える。それは一人では困難なことでも、志を同じくする仲間がいるからこそ、可能になります。YEG

だからこそできること、YEGでしか得られないもの。本大会を通じて得た出会いと気づきが、皆様の単会や

地域にとっての新たな第一歩になり、そこから生まれる絆と繋がりが、かけがえのない「未来への道」となり

ますことを心より願っています。

また、一宮YEG設立30周年となる節目の年に、地域の同志である稲沢、江南をはじめ犬山、春日井、

小牧、津島といった、これまで共に尾張エリアを盛り上げてきたこれら6つのYEGと手を取り合い、地域連携

とYEGの可能性をさらに広げるべく一宮大会にも協働していただきました。これも「同志と綾なすYEGの

絆」の形であると確信しております。

そして、東海ブロック「One　Team」の証として、私たちがこれまでいただいた沢山のご恩を胸に、

一宮YEGが引き継いでまいりました大会への想いを恩送りすべく、第39回東海ブロック大会 松阪大会へ

つないでまいります。

結びとなりますが、本大会の開催にあたり、惜しみないご協力を賜りました日本YEGをはじめ、東海ブロック

YEGの皆様、一宮市、一宮商工会議所、OB・OGの諸先輩方、関係各所の皆様、協賛企業の皆様、そして

共に走り続けてくれた一宮YEGの全メンバー、関わってくださったすべての皆様に、心より感謝申し上げ、

挨拶とさせていただきます。

近藤 正幸

令和７年度
東海ブロック大会一宮大会

大会会長

ご
挨
拶
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第38回 日本商工会議所青年部連合会 東海ブロック大会 一宮大会の開催にあたり、ご臨席いただきまし

たご来賓の皆様、東海ブロック38単会をはじめとする日本各地よりお越しくださいました全国のYEGの皆

様、加えて開催にご尽力いただいたすべての関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。

一宮市は、尾州織物を中心とした繊維産業で発展してきた歴史あるまちです。かつて「日本一の毛織物の

まち」と呼ばれ、今も地域産業の中核として多くの企業が活躍しています。また、七夕まつりや真清田神社、

一宮モーニングなど、地域に根差した風土と活気あふれる人の温かさが魅力です。

　

私たち一宮YEGは、平成8年の設立以来、地域を思い、仲間と共に学び合う組織として歩みを重ねてきま

した。そして令和7年度、設立30周年という大きな節目を迎え、「一宮PRIDE」をスローガンに掲げ、未来へ

向けた新たな挑戦に取り組んでいます。

この「一宮PRIDE」には、私たちが活動するこの地域や仲間に対する誇りを胸に、自らの成長と行動で地

域に貢献し、未来を切り拓くという思いを込めています。本大会の開催をはじめ、若手育成、対外事業、地域

連携、30周年式典など、多くの取り組みを通じて「誇れる一宮YEG」を体現してまいります。昨年にはこれま

での歩みを継承し、世代を超えたつながりを育む場として一宮YEG OB会が設立されました。これまで一宮

YEGを支えてこられた諸先輩方と現役メンバーとの交流を通じて、組織の歴史と誇りを次代へと受け継い

でいく大切な一歩となります。

今大会のテーマ「YEGクロスロード ～こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの絆～」は、YEGだか

らこそ出会える人、重ねられる想い、そして共に描ける未来の象徴となるものです。大会を通じて多くの気づ

きとつながりが生まれ、参加される皆様それぞれの地域や単会に新たな風が吹くことを願っています。

結びに、日本YEGをはじめ、東海ブロック、愛知県連、各地単会、そして一宮市・商工会議所関係者の皆様

のご支援に深く感謝申し上げるとともに、本大会が皆様にとって実りあるひとときとなりますようお祈り申し

上げ、開催地会長として歓迎のご挨拶とさせていただきます。

山口 武

一宮商工会議所青年部
会長

ご
挨
拶
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日本商工会議所青年部「第38回 東海ブロック大会 一宮大会」の開催にあたり、謹んでご挨拶申し上げます。

本日、この佳き日を迎えることができましたのは、これまでの道を築いてくださったYEGの諸先輩方、現役メンバーの皆様、

さらにはご来賓をはじめとする多くの関係者の皆様の温かいご支援とご協力の賜物であり、ここに衷心より深く感謝申し上げます。

「なぜ我々はYEGに入会し、日々活動に身を投じているのか。」その問いに確たる答えも見いだせぬまま、令和4年8月

26日、ブロック大会への歩みは静かに始まりました。大会運営の何たるかもわからぬ中、学びを求めて情報を集め、各地を訪ね

歩きながら、幾多の経験を重ねてまいりました。令和5年度には東海ブロックYEGの委員会に出向し、志を同じくする仲間たち

と出会うことが叶いました。今なお助け合い、高め合う関係を築き続けており、彼らとの絆が現在の私を形づくる大いなる支え

となっております。そして令和6年9月14日、第37回東海ブロック大会 恵那大会の記念式典にて、一宮市での大会開催が決定

したその瞬間を契機に、一宮YEGの仲間たちと共に、これまでの取り組みに一層の拍車がかかり、開催に向けた歩みをさらに

力強く進めてまいりました。

我が郷土・愛知県一宮市は、かつて「繊維のまち」として日本の産業発展を支えてきた歴史を有し、今なおその精神を受け

継ぎつつ、新たな時代の潮流と調和した“ものづくり”のDNAが脈々と息づいております。また、西尾張の中心地として文化や

交通の要衝の役割を担い、地域の絆と誇りを大切にする豊かな風土が根付いております。この地において、「YEG」という共通

の旗のもと、全国の仲間をお迎えすることは、大いなる誇りであり、果敢な挑戦でもございました。

今我々は、国際情勢の緊迫化、経済の不確実性、社会の急速なデジタル化といった、大きな変化の渦中にあります。一方で、日本

古来の伝統・風習・文化が失われつつあり、何よりも「人と人との心のつながり」が希薄になりつつある現実にも直面しております。

このような時代において、我々は何を大切にすべきか。その問いに真摯に向き合い、仲間と語らい、共に歩む中で辿り着いた

ひとつの答え、それが「誰が為に」という想いでございます。

まさにこの混沌とした時代だからこそ、「誰が為に」という想いは、我々YEGのメンバーが、日本はもとより世界へと発信し、

伝えていくべきものと確信しております。

我々はその想いを胸に、大会の準備に励んでまいりました。その過程において、数えきれぬほどの学びと気づきを、多くの

方々より賜ったことを深く実感いたしております。その恩を胸に刻み、これまで脈々と受け継がれてきたYEGの「心」を、次なる

第39回 東海ブロック大会松阪大会へと確実に繋いでまいります。

本大会が、皆様にとりまして、より良い未来への架け橋となりますことを、心より祈念申し上げます。

結びに、本大会におけるあらゆる挑戦を共に担い、最後まで力強く歩んでくれた一宮YEGの仲間たちに、心より感謝と敬意を申し

上げます。併せて、本大会の開催に際し、多大なるご支援とご尽力を賜りました愛知県・一宮市・一宮商工会議所をはじめ、歴代OB・

OGの皆様、関係諸団体、日本YEG、そして東海ブロックYEGの皆様に、心より厚く御礼申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

金城 正基

令和７年度
東海ブロック大会一宮大会

実行委員長

ご
挨
拶
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日本商工会議所青年部第38回東海ブロック大会一宮大会が愛知県一宮市において盛大に開催されます

ことを心からお喜び申し上げます。

商工会議所青年部の皆様は、それぞれの企業と地域の総合経済団体である商工会議所の次代を担う

青年経済人として、日頃から活発な交流活動や自己研鑽に努められるとともに、様々な活動を通じて地域

経済社会の振興、発展に御尽力いただいており、深く敬意を表する次第でございます。

本大会のテーマ「YEG X(CROSS) ROAD～こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの絆～」のもと

商工会議所青年部の皆様が集い、互いに交流と連携の輪を広げ、企業の発展と豊かな地域社会の実現の

ために研究に励み、研鑽を積まれますことは、非常に意義深いことと存じます。

開催地である一宮市は、木曽川の豊かな水や濃尾平野の肥沃な大地に恵まれており、古くは平安時代から

麻、絹、綿などの繊維産地が形成され、愛知県の盛んなモノづくりを支える基盤である繊維産業の一大集積地

であります。現在では、糸から染色、織り、仕上げに至るまで一貫した生産体制を整え、毛織物を中心に、

綿や麻、シルク、そして化合繊との複合織物の総合産地「尾州」として世界にその名を知られております。

皆様におかれましては、様々な個性を持つ次代の先導者として、積極的に交流しながら絆の糸を紡ぎ、

活発に議論を深めて切磋琢磨することで本大会の成果という「錦」を織り上げ、その成果を「故郷」である自

企業や地域の商工会議所に持ち帰っていただき、さらには、自企業の成長や地域経済の活性化という大輪の

「花」を添えていただくことを大いに期待しております。

本県におきましても、アジア・アジアパラ競技大会、中部国際空港代替滑走路供用開始、リニア中央新幹線

開業など、日本の未来をつくっていく大型プロジェクトに全力で取り組み、日本、そして世界を、ここ愛知から

盛り上げてまいりますので、皆様の一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。

最後に、東海ブロック商工会議所青年部連合会のますますの御発展と、会員の皆様方の御健勝と御活躍

を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

大村 秀章
愛知県知事

ご
祝
辞
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第38回東海ブロック大会が盛大に開催されますことを、心よりお慶び申し上げます。また、この記念すべき

大会に向けて多大なるご尽力をいただきました関係者の皆さまに、深く感謝申し上げます。

商工会議所青年部は、地域経済の発展を支える重要な存在です。皆さまが中心となり展開しているさまざま

な事業やイベントは、地域の企業や市民に大きな影響を与え、地域社会全体の活力を高める重要な役割を

果たしています。そのような次世代を担う若きリーダーの皆さまが一堂に会し交流と研鑽を深められる

本大会が、一宮市で開催されることを大変喜ばしく思います。

一宮市は昔から真清田神社の前の門前市、3と8のつく日の三八市を発祥として栄え、現在も3と8が末尾に

つく日曜日にまちの宮市が開催されております。また、138タワーパークやツインアーチ138など、いちのみや

のゴロ合わせで「138」が多用されており、1,3,8の数字に非常に愛着を感じています。今回、第38回の

開催地となること、これも何かの運命と感じています。

近年、一宮市では一宮駅前エリアの再開発が着実に進んでおり、新たな商業施設やオフィスの整備により、

まちのにぎわい創出が進んでいます。5月には一宮市と岐阜県羽島市を結ぶ新濃尾大橋が開通したことで、

これまで問題となっていた濃尾大橋の渋滞緩和や災害時の緊急輸送道路ネットワークの強化が期待されて

います。また、木曽川の自然を活かした新たな事業展開を目指し、国の「かわまちづくり支援制度」を活用して、

冨田山公園周辺の整備にも注力していきます。

東海圏においてはリニア中央新幹線の開業に向けた動きも地域に新たな可能性をもたらしており、三大

都市圏がより緊密に相互連携できるようになることで、日本経済に大きな役割を果たすと確信しています。

こうした変革の時代において、経済の最前線で活躍される青年部の皆さまが新しい価値を創出し、地域の未来

を切り拓いていくことを大いに期待しています。

結びになりますが、今回の大会が、参加される皆さまにとって、次のステージへと踏み出す契機となると

ともに、本大会のご成功と、YEGのますますのご発展を祈念申し上げ、お祝いの挨拶といたします。

中野 正康
一宮市長

ご
祝
辞
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日本商工会議所青年部 第38回東海ブロック大会一宮大会の開催を心からお慶び申し上げます。 

東海ブロック商工会議所青年部の皆様におかれましては、地域社会の発展に向け、次代を担う青年経済人

として、創意と行動力にあふれる様々な活動を通じ商工業の活性化ひいては地域経済の発展にご尽力されて

いることに深く敬意を表する次第です。 

さて、世界経済は、かつてないほど不確実性が高まっています。米国政府による関税措置をはじめとする

保護主義の台頭、中東情勢の緊迫化、ウクライナ侵攻の長期化や、地球温暖化にともなう災害の頻発化など、

経済活動に大きな影響を及ぼしています。 

また、日本経済は、構造的な人口減少下において、いかにして1人1人が豊かになれる経済成長を実現

するかといった難しい課題に直面しています。 

不確実で難しい課題を抱える今こそ変革の時を迎えています。特に、中部地域においては、これまで、

自動車産業の発展とともに産業構造が変化し、取引慣行が定着してきましたが、上述のとおり、大きな変革期に

直面する中で、新規事業創出、海外事業展開、GX、DXなど、新たな挑戦に果敢に取り組み、未来を見据えて

変革を進めることが必要となっています。 

若手経営者の皆様におかれましては、既成概念にとらわれることなく、自由な発想で未来を切り開き、稼ぐ力

を高めて、変革を実現していただきたいと思います。 

中部経済産業局としましても、皆様方の積極的かつ大胆な成長投資への支援や、成長分野におけるイノ

ベーションの促進、人的資本投資の活性化、価格転嫁を含む取引適正化等の環境整備などを通じて、飛躍的な

成長を目指す皆様の取組を支援して参ります。 

本大会は、「One Team 東海! ̃ひとつになろう、より良い未来にむかって～」というスローガン及び 

「YEG X (CROSS) ROAD ̃こころ織りなす未来へ 同志と綾なすYEGの絆̃」というテーマの下、開催

されます。本大会に参加される方々の想いが織り合わさりひとつになることで、未来へ続く「道」が拓かれる

ことと思います。次代を担うリーダーの皆様が、地域経済、更には我が国経済をけん引していくことを期待

しています。 

結びとなりますが、日本商工会議所青年部及び東海ブロック商工会議所青年部連合会の皆様の御健勝と

益々の御発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

寺村 英信

経済産業省
中部経済産業局長

ご
祝
辞



14

日本商工会議所青年部　第38回東海ブロック大会一宮大会が、東海ブロック商工会議所青年部連合会、

日本商工会議所青年部、一宮商工会議所青年部の皆様のご尽力により、盛大に開催されますことを心より

お慶び申し上げます。

次世代を担う皆様が、青年部の活動を通じて、経営者・後継者としての資質向上や相互交流を図り、地域

経済の健全な発展ならびに豊かな地域社会構築の牽引役としてご活躍されていることを大変頼もしく感じて

おります。

さて、今年度は米国の相互関税政策の影響により、経済情勢の不透明感が増しております。また、原材

料費の上昇や物価高、さらには人手不足といった諸課題が依然として地域の経済活動に打撃を与えている

状況です。

厳しい経営環境の中、企業が生産性を向上させ、競争力を維持・強化するためには、これまでとは一線を

画すスピードで革新的な対応を進めることが急務であると言えます。その中で若手経営者・後継者の担う

役割は大きく、次世代を担う皆様同士で切磋琢磨しあい、皆様の柔軟な発想と、何ごとにも果敢にチャレンジ

する姿勢を活かし、地域経済の盛り上げに力を発揮していただくことを切に願っております。

今回の開催地である一宮市は、尾張地域の豊かな水と自然環境に恵まれ、国内外のファッションブランド

製品の生地に採用されるなど毛織物の産地として隆盛を極めました。時代が移り変わるにつれ、安価な外国

産との競争に直面するなど難しい面もございますが、近年は自分たちの力で再び盛り上げようと若い担い手

が積極的に活動されています。また、まちなかウォーカブルをはじめとする、民と官の多様な連携・共鳴による

可能性豊かなまちづくりも進められておられます。

今大会のテーマである「YEG X(CROSS)ROAD～こころ織りなす未来へ 同志と綾なすYEGの絆～」の

もと、全国各地の若き経営者や後継者である皆様が一堂に会し、青年経済人としての資質を磨きながら、

地域資源・文化を再認識し、新たな交流を創り上げることは、当地経済ひいては我が国経済の活性化に大い

に貢献することにつながることと期待しております。

最後に、この大会の開催にあたり多大なるご尽力を頂きました一宮商工会議所青年部の皆様に深く敬意

を表しますと共に、関係各位の益々のご活躍を心から祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

嶋尾 正

愛知県商工会議所連合会会長
東海商工会議所連合会会長

ご
祝
辞
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ご来賓名簿ご来賓名簿

団体名・役職 氏  名

愛知県知事

一宮市長

経済産業省  中部経済産業局長

日本商工会議所　会頭

日本商工会議所青年部　会長

衆議院議員

衆議院議員

衆議院議員

愛知県議会議員

愛知県議会議員

愛知県議会議員

愛知県議会議員

愛知県議会議員

一宮市議会　議長

一宮市　活力創造部長

一宮青年会議所　理事長

名古屋商工会議所　若鯱会　代表幹事

愛知県商工会議所青年部連合会　会長

尾西商工会　会長

木曽川商工会　会長

一宮商工会議所  会頭

一宮商工会議所　副会頭

一宮商工会議所　副会頭

一宮商工会議所　副会頭

一宮商工会議所　副会頭

一宮商工会議所　専務理事

一宮商工会議所女性会　会長

一宮商工会議所青年部OB会　会長

大 村 　 秀 章

中 野 　 正 康

寺 村 　 英 信

小 林 　 健

小野　知一郎

若 山 　 慎 司

藤 原 　 規 眞

杉 本 　 和 巳

高 橋 　 正 子

木 藤 　 俊 郎

神戸　健太郎

平 松 　 利 英

佐 藤 　 英 俊

則 竹  安 郎

後 藤 　 隆

坂 井 　 大 輝

梅 田 　 鉄 兵

林 　 久 雄

水 谷 　 豊

岩 田 　 高 志

豊 島 　 半 七

森 　 正 志

西 岡 　 隆 夫

川 口 　 敏 男

榊 原 　 譲

判 治   忠 明

大野　ひろみ

森 　 克 彦
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一宮大会プログラム一宮大会プログラム

オープニング
ブロック旗入場
開会宣言
国歌｢君が代｣斉唱
商工会議所青年部の歌｢伸びゆく大地｣斉唱
商工会議所青年部｢綱領｣朗読･｢指針｣唱和
主催者代表挨拶
来賓挨拶
来賓紹介
祝電披露
主催者紹介
参加商工会議所青年部紹介
次年度東海ブロック商工会議所青年部連合会会長発表
次年度東海ブロック大会開催地および主管商工会議所青年部発表
ブロック旗伝達式
次年度東海ブロック大会ＰＲ
全国リーダーズ研修会ＰＲ
全国大会ＰＲ
閉会宣言

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

時　間 ８：３０～１７：５５

時　間 ８：0０～20：00

時　間 １１：００～１６：００

開催場所 一宮市尾西市民会館 駐車場

時　間 ９：３０～１１：３０

開催場所 一宮市尾西市民会館

サテライト会場 尾西生涯学習センター大ホール

開催場所 一宮商工会議所

役員会受付

三役会

役員会

会員総会受付

会員総会

０８：３０－１０：４５

０９：００－０９：４０

０９：４５－１０：４５

１３：００－１５：３５

１３：４５－１５：３５

会長会議受付

会長会議

前泊者懇親会受付

……シビックホール前EVホール（ｉビル7F）

前泊者懇親会

……シビックホール（ｉビル7F）

１５：３５－１７：００

１６：０５－１７：５５

１７：３０－１９：００

１８：２５－２０：１５

受付時間

記念式典

YEG物産展……一宮市尾西市民会館 駐車場

分科会……一宮市内・稲沢市内・江南市内

第2分科会（モーニング体験）

ＯＢ･ＯＧサロン……マリエールガーデンバーベナ

大懇親会……真清田神社 境内

０９：００－０９：３０

０９：３０－１１：３０

11：３０－１6：0０

１２：３０－１７：００

08：00－08：50

１２：３０－１5：００

１８：００－２０：００

記念式典 大懇親会

YEG物産展

8.29 FRI8.298.298.29 FRI
東海ブロック商工会議所青年部連合会

会員総会・会長会議

8.30 SAT8.308.308.30 SAT 東海ブロック大会一宮大会

尾張各地の飲食の提供及び物産品などを販売

参加者が「懐かしさ」や「感動」を深く味わえる
夏祭りがコンセプト！この大懇親会では、日本
独自の歴史や自然、文化が織りなす豊かな情
景を通じて、物質的な喜びではなく、遺伝子
に刻まれた本質的な幸せを共有できるはず！
夏の終わりという季節の変わり目の特別な感
覚や、共有される文化的価値が新しい形で息
づき、子供のころ大切な家族や友達と無邪気
に楽しんだような昔懐かしい大切な記憶を呼
び覚ますとともに、新たな出会いや感動を提
供する機会を創出します。一緒に過ごすこの
一時が、心に残る夏の一齣となるでしょう。

～想いを結び、未来に紡ぐ祭りの縁～
ヒト  結び

受付開始

大懇親会

１７：００～

開催場所 真清田神社

１８：００～２０：００
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時 間 場  所１３：３０～１５：００ 一宮市尾西市民会館ホール第1分科会

～堀江 貴文氏から学ぶ 未来を切り拓くX（CROSS）思考～

時 間 場  所８：００～１６：００ 真清田神社 他

～体感 尾張國一宮からはじまる
一宮発祥文化体験ツアー～

第2分科会

時 間 場  所１２：３０～１７：００ ツインアーチ１３８タワー ～新濃尾大橋～

～体感 木曽川を流れる心地良い風と故郷の味～

第3分科会

時 間 場  所１２：４５～１７：００ 木玉毛織株式会社

～学ぶ 若者と創る 地域永続のための新しい形～

第4分科会

時 間 ８.２９（金） １０：００～１３：００・１４：００～１７：００
８.３０（土） １２：３０～１７：００ 場 所 KUNISHIMA

CONCEPT TAILOR

～体感 すれ違って３ｍで振り返らせる美学～

第5分科会（プレミアム分科会）

分科会分科会 8.30 SAT8.308.308.30 SAT
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時 間 場  所１１：００～１７：００ 本町アーケード内・葵公園 他

～本町アーケードで織りなす歴史と現代の祭典～

第6分科会

時 間 場  所１２：３０～１６：００ 尾張大國霊神社 国府宮

～華麗(カレー)なる街稲沢で、
１２５０年を超える歴史と伝統を学ぶ～

第7分科会

時 間 場  所１２：３０～１６：３０ 江南市武道館 ３Ｆ柔道場

～和太鼓から始まる新たなエネルギーの創出～

第8分科会

時 間 場  所１２：３０～１５：００ マリエールガーデンバーベナ

～OB・OGのみなさまも、現役時代へタイムスリップ～

第9分科会

（江南分科会）

（OB・OGサロン）

（稲沢分科会）

※第2分科会の一宮モーニング食体験は8：00から開催し、

　モーニング体験後、記念式典会場へ移動となります。

※第5分科会（プレミアム分科会）のみ、29日（金）も開催いたします。
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日本YEG役員・
専門委員名簿
日本YEG役員・
専門委員名簿

会長

直前会長

相談役

筆頭副会長

副会長(東地区)

副会長(中地区)

副会長(西地区)

副会長(国際)

専務理事

専務理事補佐（兼 戦略ブランディング委員会 委員長）

北海道ブロック代表理事

東北ブロック代表理事

関東ブロック代表理事

北陸信越ブロック代表理事

東海ブロック代表理事

近畿ブロック代表理事

中国ブロック代表理事

四国ブロック代表理事

九州ブロック代表理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

総務委員長

企画委員長

広報委員長

YEGアカデミー委員長

提言委員長

YEG経済圏構築委員長

スタートアップ推進委員長

グローバルネットワーク委員長

DX・インフラ担当

マネタイズ・組織内制度担当

渉外担当

道府県代表理事担当

ビジョン検証・リスクヘッジ担当

会務担当

財務・法務担当

ブロック代表理事担当

サスティナブル・男女共同参画担当

総務

企画

広報

YEGアカデミー

提言

YEG経済圏構築

スタートアップ推進

グローバルネットワーク

小野　知一郎

吉 川 　 裕 太

木 村 　 麻 子

吉 田 　 昌 宜

菊 池 　 孝 一

中 村 　 守

滝本　晋太郎

青 木 　 大 海

林 　 啓 介

宮 本 　 健 一

中 田 　 有 介

武 田 　 喜 胤

高 倉 　 光 俊

徳 田 　 祐 介

加 藤 　 寛 之

岩 崎 　 拓 也

老 松 　 健 太

小 野 　 正 人

古 賀 　 正 大

安 蒜 　 猛

杉 﨑 　 尚 人

小 林 　 大 樹

楠 名 　 康 弘

前 田 　 武 彦

園 　 昇

西 澤 　 真 介

大 東 　 正 明

下 村 　 亜 希

堰 　 大 輔

泉 　 晃 多

正 田 　 智 子

篠 田 　 佳 宗

高 橋 　 正 浩

𠮷 田 　 一 成

山 下 　 壱 平

柴 沼 　 秀 篤

小 松

秋 田

高 松

久 留 米

五 所 川 原

奈 良

柳 井

高 松

豊 橋

小 松

稚 内

大 館

川 口

白 山

一 宮

相 生

米 子

新 居 浜

小 城

柏

小田原箱根

須 坂

岡 崎

武 生

鯖 江

北 大 阪

大 東

須 崎

松 江

鈴 鹿

桐 生

刈 谷

七 尾

郡 山

鳥 栖

土 浦

石 川

秋 田

香 川

福 岡

青 森

奈 良

山 口

香 川

愛 知

石 川

北 海 道

秋 田

埼 玉

石 川

愛 知

兵 庫

鳥 取

愛 媛

佐 賀

千 葉

神 奈 川

長 野

愛 知

福 井

福 井

大 阪

大 阪

高 知

島 根

三 重

群 馬

愛 知

石 川

福 島

佐 賀

茨 城

氏名 所属県連名 所属単会名役職 委員会・担当名
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会員支援委員長

未来創造委員長

理念形成委員長

戦略ブランディング委員長（兼 専務理事補佐）

全国大会担当理事

全国リーダーズ研修会担当理事

監事

監事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

会員支援

未来創造

理念形成

戦略ブランディング

岡 本 　 元

澁 谷 　 和 佳

岡 田 　 充 貴

宮 本 　 健 一

中 川 　 誠

小 林 　 正 和

山 本 　 秀 也

桑 原 　 務

岡 村 　 賢

片 山 　 正 樹

鹿 糠 　 幸 康

橋 本 　 悠 亮

佐 々 木 　 暁

梅 村 　 和 子

上 野 　 陽 治

大 竹 　 信 長

昆 　 弥

倉 嶋 　 慶 秀

田 部 井 　 透

三 澤 　 聖

佐 藤 　 大 輔

河原﨑　哲哉

神 子 島 　 真

辻 　 昌 裕

石 塚 　 愛 子

神 社 　 啓 太

横 山 　 将 己

原 田 　 俊 治

市 野 　 智 康

山 田 　 祐 揮

伊 藤 　 大 介

川 端 　 満

山 内 　 隆 史

瀨 川 　 寛 樹

森 川 　 良 一

久保田　善文

高 知

広 島

奈 良

小 松

伊 勢 崎

岡 崎

小 樽

下 館

函 館

五 所 川 原

盛 岡

石 巻

能 代

長 井

会 津 若 松

土 浦

足 利

太 田

深 谷

市 川

横 須 賀

富 士 宮

燕

砺 波

珠 洲

大 町

関

西 尾

桑 名

大 野

大 津

綾 部

岸 和 田

明 石

橿 原

和 歌 山

高 知

広 島

奈 良

石 川

群 馬

愛 知

北 海 道

茨 城

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

神 奈 川

静 岡

新 潟

富 山

石 川

長 野

岐 阜

愛 知

三 重

福 井

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山
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代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

代表理事

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

企画

理念形成

提言

広報

会員支援

未来創造

提言

ＹＥＧ経済圏構築

未来創造

理念形成

ＹＥＧ経済圏構築

会員支援

総務

ＹＥＧアカデミー

会員支援

理念形成

ＹＥＧ経済圏構築

提言

理念形成

向 井 　 寿 孝

冨 田 　 哲 兵

和 氣 　 伸 吉

橘 　 義 昭

重 政 　 一 慶

久 保 　 真 二

久 山 　 峻 史

友 澤 　 祥 文

瀧 口 　 英 寛

井 形 　 宏 隆

天 本 　 晃 太

福 田 　 竜 也

宮 本 　 輝 邦

河 内 　 由 揮

島 子 　 剛 史

安 田 　 将 希

新 垣 　 安 達

外 山 　 尋 久

荒 田 　 純 司

髙 木 　 紀 和

松 田 　 有 未

秋 吉 　 壯 俊

鏡 　 吉 伸

勝 木 　 征 史

山 下 　 英 丈

栗 林 　 延 年

川 田 　 太 紀

木 村 　 利 昭

上 埜 　 友 介

中 村 　 好 孝

桑 田 　 剛 俊

今 　 拓 真

髙 橋 　 潤

伊 藤 　 一 樹

井ヶ田　健一

桑 原 　 和 也

倉 吉

安 来

岡 山

広 島

山 口

阿 波 池 田

多 度 津

西 条

須 崎

大 牟 田

鳥 栖

平 戸

玉 名

別 府

高 鍋

霧 島

沖 縄

函 館

小 樽

小 樽

小 樽

札 幌

札 幌

札 幌

札 幌

釧 路

帯 広

美 幌

浦 河

弘 前

五 所 川 原

五 所 川 原

盛 岡

一 関

仙 台

仙 台

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 﨑

鹿 児 島

沖 縄

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

北 海 道

青 森

青 森

青 森

岩 手

岩 手

宮 城

宮 城
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

戦略ブランディング

戦略ブランディング

理念形成

戦略ブランディング

グローバルネットワーク

提言

ＹＥＧ経済圏構築

総務

広報

会員支援

企画

会員支援

企画

スタートアップ推進

理念形成

戦略ブランディング

未来創造

ＹＥＧアカデミー

未来創造

グローバルネットワーク

ＹＥＧアカデミー

広報

企画

ＹＥＧ経済圏構築

グローバルネットワーク

ＹＥＧ経済圏構築

企画

スタートアップ推進

ＹＥＧ経済圏構築

総務

戦略ブランディング

ＹＥＧアカデミー

ＹＥＧ経済圏構築

理念形成

ＹＥＧアカデミー

広報

阿 部 　 眞 喜

菅 原 　 渉

江 畠 　 勝 志

呉 宮 　 和 樹

佐々木　光一

中 田 　 光

仙 北 　 直 樹

石 田 　 一 馬

佐 藤 　 友 昭

平 藤 　 泰 世

吉 田 　 純 崇

髙 野 　 宏 之

伊 藤 　 祐 規

菊 池 　 匡 起

今 野 　 辰 哉

鴫 原 　 和 義

髙 橋 　 晋 也

古 川 　 広 毅

松 井 　 貴 紀

松 川 　 賢 弘

丸 山 　 類

村 上 　 和 洋

田 河 　 朋 裕

植 竹 　 文 人

細 谷 　 貴 志

渡 辺 　 潤

千 葉 　 直 樹

海老原　大樹

菊 池 　 敏 弘

菊 地 　 昭 美

小 野 　 真 一

中 山 　 浩 一

福 本 　 佳 之

小 島 　 丈

新 見 　 直 広

吉 田 　 慶 彦

塩 釜

気 仙 沼

秋 田

秋 田

秋 田

秋 田

大 曲

山 形

鶴 岡

鶴 岡

鶴 岡

米 沢

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

郡 山

相 馬

水 戸

水 戸

水 戸

日 立

下 館

下 館

ひたちなか

宇 都 宮

宇 都 宮

小 山

前 橋

桐 生

桐 生

宮 城

宮 城

秋 田

秋 田

秋 田

秋 田

秋 田

山 形

山 形

山 形

山 形

山 形

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

福 島

茨 城

茨 城

茨 城

茨 城

茨 城

茨 城

茨 城

栃 木

栃 木

栃 木

群 馬

群 馬

群 馬
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

会員支援

会員支援

広報

戦略ブランディング

スタートアップ推進

グローバルネットワーク

ＹＥＧアカデミー

総務

ＹＥＧ経済圏構築

グローバルネットワーク

企画

提言

広報

ＹＥＧ経済圏構築

提言

スタートアップ推進

総務

未来創造

グローバルネットワーク

戦略ブランディング

ＹＥＧアカデミー

グローバルネットワーク

企画

広報

グローバルネットワーク

広報

スタートアップ推進

スタートアップ推進

企画

グローバルネットワーク

理念形成

総務

グローバルネットワーク

会員支援

未来創造

ＹＥＧ経済圏構築

柴 田 　 弘 二

森 田 　 和 寛

荒 木 　 崇 文

石 原 　 毅

入 澤 　 博

荻 原 　 朋 樹

神山　美由紀

菅 家 　 世 誉

田沼　健太郎

山 本 　 慶

𠮷 澤 　 寿 也

石 川 　 達 也

木 村 　 公 二

千吉良　徳人

堤 　 浩 恵

堀 口 　 豊

柳 澤 　 克 彦

須 田 　 裕 和

塚 本 　 浩 史

古 市 　 和 男

山口　亜由美

椎 名 　 静 子

山 本 　 靖 将

猪 原 　 英 和

井 原 　 淳

大 村 　 祐 介

岡 嶋 　 俊 哉

黒 田 　 達 也

高 澤 　 翼

東海林　敏弘

馬 場 　 竜 大

久 豊 　 満

村 田 　 昌 平

山 田 　 友 紀

渡 邉 　 将 智

柴 﨑 　 雄 志

館 林

館 林

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

伊 勢 崎

太 田

太 田

沼 田

沼 田

富 岡

富 岡

渋 川

藤 岡

藤 岡

藤 岡

川 口

川 口

熊 谷

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

さ い た ま

深 谷

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

群 馬

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉

埼 玉
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

グローバルネットワーク

ＹＥＧ経済圏構築

提言

会員支援

総務

広報

ＹＥＧ経済圏構築

広報

グローバルネットワーク

会員支援

会員支援

会員支援

ＹＥＧアカデミー

広報

グローバルネットワーク

理念形成

理念形成

戦略ブランディング

ＹＥＧ経済圏構築

理念形成

会員支援

企画

未来創造

ＹＥＧアカデミー

ＹＥＧアカデミー

未来創造

ＹＥＧアカデミー

グローバルネットワーク

ＹＥＧ経済圏構築

スタートアップ推進

ＹＥＧアカデミー

提言

ＹＥＧ経済圏構築

未来創造

ＹＥＧ経済圏構築

ＹＥＧ経済圏構築

小 山 　 大 輔

藤 木 　 慎

星 野 　 裕 太

茂 木 　 智 広

木 下 　 りさ

髙 橋 　 佳 孝

飯 塚 　 啓 史

森 野 　 陽 一

李 　 耀 斌

鶴 山 　 智 博

永 岡 　 涼 平

平 田 　 英 久

國 友 　 英 治

諸田　徳太郎

林 　 龍 之 介

押 谷 　 祐 基

石 井 　 克 明

大 森 　 啓 田

尾 作 　 太 一

吉 野 　 倉 康

谷 田 　 広 海

森 川 　 龍 一

杉 澤 　 教 人

寺 地 　 咲 子

勝 又 　 慶 子

福 井 　 努

牧 田 　 桂 輔

後 藤 　 岳 久

阿 井 　 裕 史

伊藤　新之介

杉 本 　 隼 人

片 野 　 豪

熊 倉 　 正 人

大 塚 　 康 平

宮 林 　 翔 也

狩 野 　 達 郎

蕨

蕨

上 尾

船 橋

松 戸

松 戸

野 田

柏

柏

市 原

市 原

市 原

習 志 野

東 京

横 須 賀

平 塚

藤 沢

鎌 倉

相 模 原

静 岡

浜 松

浜 松

沼 津

沼 津

富 士

富 士

富 士

島 田

藤 枝

藤 枝

藤 枝

新 発 田

燕

富 山

富 山

高 岡

埼 玉

埼 玉

埼 玉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

千 葉

東 京

神 奈 川

神 奈 川

神 奈 川

神 奈 川

神 奈 川

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

静 岡

新 潟

新 潟

富 山

富 山

富 山
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

戦略ブランディング

企画

未来創造

企画

広報

ＹＥＧ経済圏構築

未来創造

会員支援

総務

企画

グローバルネットワーク

グローバルネットワーク

スタートアップ推進

戦略ブランディング

ＹＥＧアカデミー

提言

戦略ブランディング

理念形成

ＹＥＧ経済圏構築

会員支援

グローバルネットワーク

グローバルネットワーク

広報

広報

理念形成

企画

理念形成

企画

企画

ＹＥＧアカデミー

企画

ＹＥＧアカデミー

会員支援

理念形成

提言

広報

木 村 　 広

関 原 　 範 之

高 岡 　 芳 樹

長谷川　弘平

牛山　由美子

大 杉 　 謙 太

梶 　 あ い 子

金 子 　 哲 也

瀧 口 　 敬 史

長 野 　 基 哉

中 野 　 靖 大

平 井 　 敏 哉

福 島 　 輝

堀 　 鼓 多 呂

三ツ村　正大

森 下 　 誠

吉 柴 　 文 悟

和田　健太郎

北 村 　 浩 樹

茶 花 　 強 志

田 嶋 　 孝 行

西 山 　 峻 史

松葉　真梨子

蓮 池 　 正 雄

小田切　康典

植 木 　 晴 美

山 崎 　 亮

吉 池 　 晴 信

塚 原 　 一 心

栗田　慎之介

林 　 千 晃

亀 谷 　 孝 太

大 国 　 光 大

大 竹 　 雄 介

菊池　光太郎

久 野 　 公 久

射 水

射 水

黒 部

黒 部

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

小 松

七 尾

輪 島

加 賀

加 賀

加 賀

白 山

長 野

須 坂

須 坂

須 坂

関

恵 那

恵 那

可 児

岡 崎

岡 崎

岡 崎

岡 崎

富 山

富 山

富 山

富 山

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

石 川

長 野

長 野

長 野

長 野

岐 阜

岐 阜

岐 阜

岐 阜

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

ＹＥＧ経済圏構築

ＹＥＧアカデミー

グローバルネットワーク

スタートアップ推進

未来創造

企画

総務

戦略ブランディング

スタートアップ推進

会員支援

グローバルネットワーク

戦略ブランディング

ＹＥＧアカデミー

戦略ブランディング

総務

会員支援

未来創造

ＹＥＧ経済圏構築

理念形成

企画

提言

理念形成

提言

ＹＥＧアカデミー

会員支援

ＹＥＧアカデミー

理念形成

提言

グローバルネットワーク

会員支援

グローバルネットワーク

ＹＥＧ経済圏構築

戦略ブランディング

スタートアップ推進

ＹＥＧアカデミー

提言

谷 山 　 誠

長 坂 　 広 之

中 村 　 英 男

花 田 　 正 子

原 田 　 翔 太

深 谷 　 武 史

米 澤 　 徳 晃

河 津 　 裕 之

小 島 　 達 也

中迫　甲太朗

本 田 　 佑 輔

村井　裕一郎

岩瀬　　健治

藤 野 　 道 子

江 崎 　 正 和

大 山 　 崇 之

木 村 　 充 雄

柴 田 　 篤 志

西 岡 　 信 幸

福 本 　 真 衣

森 　 通 隆

髙 橋 　 洋 介

伊 藤 　 承 章

小 田 　 泰 久

髙木　謙太朗

加 藤 　 宏 太

朝 長 　 大 樹

猪 塚 　 健 人

富 田 　 晋 介

岡 本 　 博 貴

川 本 　 哲 也

柴 田 　 浩 志

平 出 　 高 浩

高 橋 　 亮

井 上 　 聖 仁

近 藤 　 匡 則

岡 崎

岡 崎

岡 崎

岡 崎

岡 崎

岡 崎

岡 崎

豊 橋

豊 橋

豊 橋

豊 橋

豊 橋

半 田

半 田

一 宮

一 宮

一 宮

一 宮

一 宮

一 宮

一 宮

瀬 戸

蒲 郡

蒲 郡

豊 川

刈 谷

刈 谷

豊 田

安 城

春 日 井

春 日 井

江 南

小 牧

犬 山

東 海

大 府

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

会員支援

提言

広報

ＹＥＧアカデミー

提言

提言

グローバルネットワーク

企画

未来創造

未来創造

企画

スタートアップ推進

提言

ＹＥＧ経済圏構築

未来創造

戦略ブランディング

理念形成

理念形成

総務

戦略ブランディング

ＹＥＧ経済圏構築

戦略ブランディング

理念形成

スタートアップ推進

ＹＥＧ経済圏構築

グローバルネットワーク

スタートアップ推進

理念形成

総務

ＹＥＧ経済圏構築

グローバルネットワーク

スタートアップ推進

広報

ＹＥＧアカデミー

会員支援

提言

星 崎 　 政 和

横 田 　 司

中 北 　 喜 亮

梅 本 　 祐 希

髙 橋 　 俊 一

西 山 　 裕 貴

三 井 　 陽 介

脇 　 豊

櫛 田 　 拓 真

浅 野 　 泰 求

中 川 　 恭 行

朝 田 　 健 一

板 坂 　 祐 也

佐 藤 　 宏 隆

細 川 　 正 人

川 上 　 正 宏

田 中 　 幹 也

一 圓 　 宙 貴

松 下 　 和 雅

苗 村 　 雅 樹

内 田 　 麻 子

森 川 　 敦 士

河原　さおり

津 田 　 一 成

堀 口 　 直

松 本 　 佳 之

和 田 　 員 之

戸 田 　 恒 也

小 島 　 諒 士

奥 　 好 司

小 川 　 利 幸

田 中 　 康 介

福田　梨花子

古 川 　 貴 晃

森 永 　 雄 介

山 本 　 裕 之

大 府

津

伊 勢

松 阪

松 阪

松 阪

松 阪

松 阪

鈴 鹿

桑 名

桑 名

福 井

福 井

福 井

福 井

武 生

鯖 江

彦 根

彦 根

八 日 市

草 津

草 津

京 都

京 都

京 都

京 都

舞 鶴

宮 津

亀 岡

岸 和 田

吹 田

吹 田

吹 田

吹 田

吹 田

吹 田

愛 知

三 重

三 重

三 重

三 重

三 重

三 重

三 重

三 重

三 重

三 重

福 井

福 井

福 井

福 井

福 井

福 井

滋 賀

滋 賀

滋 賀

滋 賀

滋 賀

京 都

京 都

京 都

京 都

京 都

京 都

京 都

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

スタートアップ推進

ＹＥＧ経済圏構築

グローバルネットワーク

提言

グローバルネットワーク

理念形成

スタートアップ推進

スタートアップ推進

戦略ブランディング

企画

スタートアップ推進

会員支援

理念形成

ＹＥＧアカデミー

ＹＥＧ経済圏構築

会員支援

ＹＥＧアカデミー

総務

理念形成

企画

グローバルネットワーク

未来創造

広報

未来創造

理念形成

スタートアップ推進

ＹＥＧアカデミー

理念形成

ＹＥＧ経済圏構築

総務

総務

広報

ＹＥＧアカデミー

未来創造

未来創造

企画

井 上 　 祐 也

加 藤 　 優

服 部 　 将 也

水 取 　 博 隆

難 波 　 泰 明

畠 山 　 和 大

櫻井　美由紀

野 田 　 有 美

本 多 　 学

森 　 貴 行

竹下　豪一郎

山 口 　 修

上 林 　 将 経

柿 野 　 真 吾

永 井 　 健 太

上 田 　 真 輔

西 田 　 真 二

向 井 　 瞳

前川　新太朗

岡 田 　 浩 徳

中 谷 　 圭 佑

南 本 　 勇 輝

和 田 　 貴 彬

青 木 　 幸 治

下 西 　 陽 一

中 川 　 雅 也

横 田 　 圭 亮

勝 部 　 明 史

福島　丈太郎

坂 本 　 亮 太

後 長 　 賢 治

恒 次 　 明 宏

坊 寺 　 絵 梨

本 多 　 高 明

内 薗 　 新 吾

山 本 　 竜 義

八 尾

八 尾

泉 佐 野

泉 佐 野

北 大 阪

北 大 阪

守 口 門 真

高 石

和 泉

和 泉

大 東

大 東

明 石

明 石

明 石

高 砂

高 砂

高 砂

加 古 川

奈 良

奈 良

奈 良

奈 良

和 歌 山

和 歌 山

田 辺

田 辺

米 子

松 江

出 雲

大 田

岡 山

岡 山

岡 山

倉 敷

津 山

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

大 阪

兵 庫

兵 庫

兵 庫

兵 庫

兵 庫

兵 庫

兵 庫

奈 良

奈 良

奈 良

奈 良

和 歌 山

和 歌 山

和 歌 山

和 歌 山

鳥 取

島 根

島 根

島 根

岡 山

岡 山

岡 山

岡 山

岡 山
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専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

提言

理念形成

ＹＥＧアカデミー

総務

企画

ＹＥＧ経済圏構築

提言

未来創造

スタートアップ推進

戦略ブランディング

理念形成

未来創造

未来創造

グローバルネットワーク

提言

グローバルネットワーク

未来創造

未来創造

戦略ブランディング

ＹＥＧ経済圏構築

グローバルネットワーク

戦略ブランディング

戦略ブランディング

戦略ブランディング

グローバルネットワーク

会員支援

グローバルネットワーク

グローバルネットワーク

会員支援

グローバルネットワーク

企画

広報

未来創造

グローバルネットワーク

ＹＥＧアカデミー

広報

小 原 　 健 太

藤 井 　 秀 和

小 川 　 秀 利

牛 尾 　 雄 史

大 塚 　 泰 造

垰 田 　 修 平

瀧 川 　 洋 一

新 田 　 信 雄

秦 　 洋 二 郎

小 林 　 政 嗣

谷 口 　 守

左 近 　 春 香

槇 原 　 充 宏

内 田 　 直 毅

吉 本 　 卓 生

高 森 　 直 也

木 本 　 安 一

小野又　治伸

石井　康二郎

佐 藤 　 雅 俊

中 神 　 智 宏

田 原 　 典 郎

安 藤 　 智 美

篠原　仁一朗

平 井 　 賢 治

若 宮 　 大 志

萩 野 　 貴 史

中 村 　 拓

大 棟 　 翔 仁

鳥 津 　 雄 太

中 廣 　 俊 太

松 本 　 悠 希

浅 木 　 勇 吾

小 松 　 優 大

堤 　 基 成

玉 島

玉 島

井 原

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

福 山

福 山

三 次

三 次

東 広 島

廿 日 市

山 口

山 口

徳 山

山 陽

柳 井

徳 島

鳴 門

阿 波 池 田

高 松

高 松

高 松

善 通 寺

松 山

今 治

八 幡 浜

八 幡 浜

八 幡 浜

新 居 浜

西 条

高 知

高 知

岡 山

岡 山

岡 山

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

山 口

山 口

山 口

山 口

山 口

徳 島

徳 島

徳 島

香 川

香 川

香 川

香 川

愛 媛

愛 媛

愛 媛

愛 媛

愛 媛

愛 媛

愛 媛

高 知

高 知

上田 エカテリーナ

氏名 所属県連名 所属単会名役職 委員会・担当名
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役職 委員会・担当名 氏名 所属県連名 所属単会名

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

企画

スタートアップ推進

会員支援

提言

理念形成

企画

ＹＥＧアカデミー

企画

理念形成

理念形成

スタートアップ推進

グローバルネットワーク

広報

スタートアップ推進

企画

スタートアップ推進

会員支援

理念形成

スタートアップ推進

グローバルネットワーク

グローバルネットワーク

ＹＥＧ経済圏構築

理念形成

理念形成

広報

総務

未来創造

企画

会員支援

グローバルネットワーク

中 山 　 貴 史

江 崎 　 仁

眞 田 　 知 幸

香 月 　 太 郎

中 村 　 信 文

大 橋 　 正 明

畠 中 　 暁

江 里 口 　 剣

髙 橋 　 佳 子

東 　 大 智

江 島 　 慎 剛

山 口 　 博 史

小 松 　 幹 宏

那 須 　 大 誠

林 　 大 輔

兼 松 　 建

中 野 　 佑 紀

樋 口 　 拓 也

淵 上 　 敦 之

栗 林 　 宏 行

渡慶次　佳朗

濱 元 　 盛 俊

宮 國 　 桂 光

奥 平 　 芳 浩

坂 口 　 大 明

佐久川　力也

仲宗根　清二

比 嘉 　 正 樹

横 山 　 昌 司

安 和 　 良 太

宿 毛

久 留 米

久 留 米

田 川

田 川

柳 川

朝 倉

小 城

長 崎

諫 早

諫 早

諫 早

荒 尾

荒 尾

大 分

宮 崎

宮 崎

宮 崎

小 林

那 覇

那 覇

那 覇

那 覇

宮 古 島

宮 古 島

宮 古 島

宮 古 島

宮 古 島

宮 古 島

浦 添

高 知

福 岡

福 岡

福 岡

福 岡

福 岡

福 岡

佐 賀

長 崎

長 崎

長 崎

長 崎

熊 本

熊 本

大 分

宮 崎

宮 崎

宮 崎

宮 崎

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖 縄
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東海ブロックY EG東海ブロックY EG

東海ブロック
YEG役職 日本 Y E G 役 職 県 連 役 職 氏 　 名 所属県連名 所属単会名

会 長

直 前 会 長

筆頭副会長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

専 務 理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

顧 問

顧 問

顧 問

相 談 役

相 談 役

相 談 役

相 談 役

東海ブロック代表理事

岐阜県代表理事

三重県代表理事

愛知県代表理事

道府県代表理事担当常務理事

全国リーダーズ研修会担当理事

企画委員会委員長

ＹＥＧアカデミー委員会委員長

専務理事

加 藤 　 寛 之
河 合 　 将 弘
西 山 　 裕 貴
林 　 久 雄
横 山 　 将 己
市 野 　 智 康
岩 田 　 光 弘
原 田 　 俊 治
松 岡 　 武 弘
乘 本 　 知 尚
井 上 　 涼 太
小 池 　 隆 太
大 野 　 雅 尚
加 納 　 優 思
三 浦 　 洋 平
生 川 　 雄 規
貞 本 　 尚 洋
山 田 　 拓 朗
楠 名  康 弘
小 林 　 正 和
泉 　 晃 多
篠 田 　 佳 宗
寺 田 　 昌 史
林 　 啓 介
松 林 　 良 太

一 宮

恵 那

松 阪

瀬 戸

関

桑 名

一 宮

西 尾

稲 沢

豊 川

高 山

恵 那

各 務 原

桑 名

鈴 鹿

四 日 市

可 児

亀 山

岡 崎

岡 崎

鈴 鹿

刈 谷

豊 田

豊 橋

高 山

顧 問

顧 問

顧 問

会 長

会 長

会 長

直 前 会 長

副 会 長

顧 問

副 会 長

副 会 長

副 会 長

運 営 専 務

副 会 長

副 会 長

直 前 会 長

直 前 会 長

相 談 役

顧 問

顧 問

顧 問

顧 問

愛 知

岐 阜

三 重

愛 知

岐 阜

三 重

愛 知

愛 知

愛 知

愛 知

岐 阜

岐 阜

岐 阜

三 重

三 重

三 重

岐 阜

三 重

愛 知

愛 知

三 重

愛 知

愛 知

愛 知

岐 阜

役員名簿役員名簿

組織図組織図

愛知県連 三重県連岐阜県連

総　会

役員会

熊
野
商
工
会
議
所
青
年
部

鳥
羽
商
工
会
議
所
青
年
部

名
張
商
工
会
議
所
青
年
部

尾
鷲
商
工
会
議
所
青
年
部

亀
山
商
工
会
議
所
青
年
部

上
野
商
工
会
議
所
青
年
部

桑
名
商
工
会
議
所
青
年
部

鈴
鹿
商
工
会
議
所
青
年
部

松
阪
商
工
会
議
所
青
年
部

伊
勢
商
工
会
議
所
青
年
部

津
商
工
会
議
所
青
年
部

四
日
市
商
工
会
議
所
青
年
部

可
児
商
工
会
議
所
青
年
部

美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
青
年
部

各
務
原
商
工
会
議
所
青
年
部

恵
那
商
工
会
議
所
青
年
部

関
商
工
会
議
所
青
年
部

高
山
商
工
会
議
所
青
年
部

大
府
商
工
会
議
所
青
年
部

東
海
商
工
会
議
所
青
年
部

犬
山
商
工
会
議
所
青
年
部

小
牧
商
工
会
議
所
青
年
部

江
南
商
工
会
議
所
青
年
部

常
滑
商
工
会
議
所
青
年
部

稲
沢
商
工
会
議
所
青
年
部

春
日
井
商
工
会
議
所
青
年
部

津
島
商
工
会
議
所
青
年
部

西
尾
商
工
会
議
所
青
年
部

安
城
商
工
会
議
所
青
年
部

碧
南
商
工
会
議
所
青
年
部

豊
田
商
工
会
議
所
青
年
部

刈
谷
商
工
会
議
所
青
年
部

豊
川
商
工
会
議
所
青
年
部

蒲
郡
商
工
会
議
所
青
年
部

瀬
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

一
宮
商
工
会
議
所
青
年
部

半
田
商
工
会
議
所
青
年
部

豊
橋
商
工
会
議
所
青
年
部

岡
崎
商
工
会
議
所
青
年
部
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スローガン会　長 会員数

成長する未来へ　～つながりを大切に～

YEG UNITED　～Everything Made with YEG～

「NEXT10 デザイン」　～未来的価値の創造～

一宮PRIDE　～共に描く、誇りある未来～

できっこないをやってみよう！　～商いの力で瀬戸を元気に～

Go-creation　～共に！紡ぎ、織りなす地域の未来～

時流先進　～熱き想いを胸に～

縁結共創 ～未来へ繋げ、「自発的考動」「持続的挑戦」全ては団結と連帯の証のため～

One team！One vector！ One goal！ ～互助と利他の精神をもって～

感謝　～心が人を育て 心が自分を磨く～

「In Bloom　～今こそ大輪の華を咲かせよう 共に輝く未来へ！」

Enjoy and Try

私たちのまち を元気にしよう　～みんなの力を合わせて～

Sｐｒｉｎｇ Ｓｙｎｅｒｇｙ　～ともに前へ、Ｔｏ Ｇｅｔ Ｔｈｅｒｅ！！～

YOUやっちゃいなよ！！　～固定概念をぶちやぶろう～

「深謀遠慮」　～遠くをはかる者は富み近くをはかる者は貧す～

“共 鳴“　～響け！ココロオドル未来へ～

BE CHALLENGER　～成長、発展、その先の未来へ～

全力少年　～失敗から学ぶ価値～

チャレンジ　～新しい 未来のために～

大府無限

西森  紳司

堤  貴 昭

山本  悠介

山 口  武

颯田  季央

水藤  賴利

井澤  秀明

祖父江  樹

山下  晃平

加藤  圭祐

鈴木  雄一

村瀬  智之

真野  剛士

廣瀬  陽子

加藤  亮介

武内  大祐

増 田  央

林  直 人

山田  真也

加古  雅嗣

古田  寛明

276

186

147

148

71

93

83

139

125

64

88

103

58

145

41

90

93

84

83

70

69

所属県連名

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

愛知県連

所属単会名

岡 崎

豊 橋

半 田

一 宮

瀬 戸

蒲 郡

豊 川

刈 谷

豊 田

碧 南

安 城

西 尾

津 島

春 日 井

稲 沢

常 滑

江 南

小 牧

犬 山

東 海

大 府

単会紹介単会紹介 愛知県連愛知県連

（2025年5月1日現在）
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単会紹介単会紹介 岐阜県連・三重県連岐阜県連・三重県連

スローガン 会員数

新時代　～友と紡ぐ新たな可能性へ～

最後に勝つのは愛

Inspire with YEG　共に成長し、新たな可能性を切り拓く

絆　～個を力に、想いを一つに～

魅力の追求　～共に 挑もう 共に 磨こう！～

士魂商才　～１００の絆で未来を切り拓く～

彩（いろどり）のある時間を。

「結集　～可能性の拡大～」

Change

感謝報恩　～その想いが地域を変える～

【YEG， Nexus Innovation 】　～絆から繋がる未来への懸け橋～

「縁から絆に」　～つながりを磨こう～

EXPAND YOUR WORLD!!!　～変わりゆく時代、共に歩む未来へ～

Ｏｕｒ Ｒｏｏｔｓ 　～足元を見つめ、新たな未来へ～

「感謝と挑戦の４０年、尾鷲の明日へ！」

絆　～共に成長し、未来へ繋ぐ～

Ｃａｒｒｙ ｏｎ ！　～友と共に進もう～

未来を紡ぎ、熊野と共に歩む

尾 上 　 玄

西 脇  翔

林  拓 也

古 田  章

山田 慎之介

齋藤 健太郎

清 水  良 保

井ノ口 博規

古 野  隼 人

橋 本  耕 成

森  雄 一

長 瀬  浩 平

樋 口  信 吾

豊 田  元 洋

小 倉  裕 司

石 田  雅 士

中  野  雄 介

寺 前 孝 祐

117

132

70

98

55

67

115

98

89

142

99

94

45

47

30

60

40

35

岐阜県連

岐阜県連

岐阜県連

岐阜県連

岐阜県連

岐阜県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

三重県連

高 山

関

恵 那

各 務 原

美濃加茂

可 児

四 日 市

津

伊 勢

松 阪

鈴 鹿

桑 名

上 野

亀 山

尾 鷲

名 張

鳥 羽

熊 野

会　長所属県連名 所属単会名

（2025年5月1日現在）



34

年　度 会　長 所属単会名 所属県
連名 スローガン

平成 9年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和 2年度

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

管 内  章 夫

伊 藤  正 幸

前 田  勘 次

中 西  勇

原 田  隆 司

牛 丸  圭 五

伊 藤  素 近

山 本  達 彦

伊佐地 路春

青 山  春 樹

今 泉  教 夫

多 田  道 子

鈴 木  成 宗

松 林  信 吾

横 山  浩 之

山 田  慎 二

加 藤  貴 士

岡 田  明 文

岡 本  浩 延

花 市  佳 明

安 田  雅 人

松 林  良 太

篠 田  佳 宗

澤 野  泰 隆

寺 田  昌 史

松 林  大 樹

林  啓 介

河合　将弘

加 藤 寛 之

久 居

豊 川

各 務 原

松 阪

豊 田

高 山

鈴 鹿

津 島

恵 那

津

豊 川

関

伊 勢

半 田

各 務 原

春 日 井

伊 勢

可 児

四 日 市

岡 崎

津

高 山

刈 谷

美濃加茂

豊 田

鈴 鹿

豊 橋

恵 那

一 宮

三 重

愛 知

岐 阜

三 重

愛 知

岐 阜

三 重

愛 知

岐 阜

三 重

愛 知

岐 阜

三 重

愛 知

岐 阜

愛 知

三 重

岐 阜

三 重

愛 知

三 重

岐 阜

愛 知

岐 阜

愛 知

三 重

愛 知

岐 阜

愛 知

［東海ブロックYEG設立］平成10年2月14日 設立総会開催

感動東海 活かせYEG共有ネットワーク

経済維新の風は東海から

ミレニアム 2000 新未来創造宣言！！

連携YEG 築こう 21世紀ネットワーク

連携YEG 築こう 東海のネットワーク

東海から・東海らしく・つなげよう 「熱き地域のネットワーク」

YEGが織りなす情熱の東海

情熱・結い・愛そしてYEG 「東海から共に感動を」

絆・新しい創造（かぜ）を東海から!

“縁を活かせ”集えYEG 「東海から今行動を」

未来に咲く花 育むフィールド 東海から　～With Love!～

集い戦え若き事業家 次代の日本は我ら東海から築く

CHANCE CHANGE CHALLENGE 出会い交流 気づきのとき。今こそ次代への先導者となれ!

次代への構築!そして人との繋がりを大切に!

夢を語り合い、未来の扉を拓こう

まつりだョ! YEG全員集合!

始動せよ　～すべては相手を知ることから～

“縁” “進化” “共生” ～理念の創造～

YEG Evolution“Y:役割”を自覚し、よい“E:影響力”を持ち、地域発展の“G:原動力”となる

活力ある地域を青年の手で～繋がりから力を～

Take action, potential of YEG ～指標高く躍動!情熱東海ブロックYEGの挑戦者達～

CRAZY FOR DREAMS ～熱狂YEG、いざ新たな時代へ!!～

万里一空 ～次代に挑戦する覚悟 東海三十八の想いはひとつ～

今こそ見せよう YEGの底力を! 今こそ発揮しよう YEGの真価を!

Remove The Limiter ～常識にとらわれない東海39の発想力!輝く未来を掴む実行力!～

より良い未来への架け橋 ～YEGネットワークを活用した豊かな地域経済社会の実現～

東海ひとむすび ～人は人によって磨かれる～

One Team 東海！　～ひとつになろう、より良い未来にむかって～

歴代会長歴代会長
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過去のあゆみ過去のあゆみ

開催地 主管単会 テーマ

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

第31回

第32回

第33回

第34回

第35回

第36回

第37回

第38回

津 市

関 市

春 日 井 市

鈴 鹿 市

岡 崎 市

恵 那 市

伊 勢 市

瀬 戸 市

関 市

久 居 市

豊 田 市

各 務 原 市

鳥 羽 市

豊 橋 市

高 山 市

松 阪 市

東 海 市

恵 那 市

鈴 鹿 市

豊 川 市

関 市

桑 名 市

半 田 市

各 務 原 市

春 日 井 市

伊 勢 市

可 児 市

伊 賀 市

岡 崎 市

津 市

高 山 市

刈 谷 市

美濃加茂市

豊 田 市

鈴 鹿 市

豊 橋 市

恵 那 市

一 宮 市

津 ( 三 重 )

関 ( 岐 阜 )

春 日 井 ( 愛 知 )

鈴 鹿 ( 三 重 )

岡 崎 ( 愛 知 )

恵 那 ( 岐 阜 )

伊 勢 ( 三 重 )

瀬 戸 ( 愛 知 )

関 ( 岐 阜 )

久 居 ( 三 重 )

豊 田 ( 愛 知 )

各 務 原 ( 岐 阜 )

鳥 羽 ( 三 重 )

豊 橋 ( 愛 知 )

高 山 ( 岐 阜 )

松 阪 ( 三 重 )

東 海 ( 愛 知 )

恵 那 ( 岐 阜 )

鈴 鹿 ( 三 重 )

豊 川 ( 愛 知 )

関 ( 岐 阜 )

桑 名 ( 三 重 )

半 田 ( 愛 知 )

各 務 原 ( 岐 阜 )

春 日 井 ( 愛 知 )

伊 勢 ( 三 重 )

可 児 ( 岐 阜 )

上 野 ( 三 重 )

岡 崎 ( 愛 知 )

津 ( 三 重 )

高 山 ( 岐 阜 )

刈 谷 ( 愛 知 )

美濃加茂(岐阜)

豊 田 ( 愛 知 )

鈴 鹿 ( 三 重 )

豊 橋 ( 愛 知 )

恵 那 ( 岐 阜 )

一 宮（ 愛 知 ）

創ろうふるさと21世紀への礎

拡げよう友情の輪 創ろう新時代の日本

翔け世界へ 新しい時代の開拓者（パイオニア）

時代を先駆ける 賢明なる YEGたらん

東海ニューリーダーズ･サミット 信長・秀吉・家康「岡崎の陣」

変革の時、今一YEGが未来を築く。

伊勢アマテラス物語 日本の原点がまぶしい! 躍動する伊勢への誘い

研け感性、拡げよフィールド　YEG連携時代

鍛・錬・技・匠

来て・見て･感じて 久居の湯と街

おいでん･みりん 夢ファクトリーとよた

「大満足」 ～各務原～に来て大満足、交流できて大満足～

ITS 翔大夢（イッツショウタイム）

Heart to Heart YEG ～界を越えて～

来んかな　心のふるさと　飛騨高山へ

｢熱き心に」燃える松阪! 商人魂

More Pleasing Town　みせます　東海の心粋

“結いの心”息づく、YEGのコラボレーション!!　恵那で

東海にこだまする全皆パワー! 鈴鹿のち・か・ら全束力!

縁“出会いが原点” おいでん豊川

源清流清 ～起関の瞬間 時代の流れは東海から～

「わ」　～桑名よいとこきてみりゃ判る～

「絆だ」古からの薫り 童話の街から新たな Storyに～友・誘・遊・・and・・YOU～

「愛｣ ～おもてなしの心で愛を育む～

未知なる扉～夢現大、今こそ変革の時～

「えんじゃないか」～“えん”に感謝! 縁ヤー！圓ヤー！宴ヤー！

「GO! ON!」 ～受け継がれし想いをその先へ～

情熱の風は西から GO HITCH GO

GO to the TOP! team YEG ～志を「輪｣人を「絆」 仲間と共にいざ出陣!～

ガッ津で進め! あふれるスピリッ津! 輝く未来へレッ津GO!～活力ある地域を青年の手で～

GO! Ready! GO! さぁ!準備はできた! 東海は一つ! Go来高!

LEADERS YEG ～同志と織りなせYEGの絆、新たな時代にのっ刈谷!～

Let's Try ～挑戦者が次代を創る 同志と共に何度でも～

「道｣ ひとつになり進め! この先の未来のために

「Top Speed｣ ～次代への舵を取り、同志と共にぶっちぎれ!～

BEYOND THE STORY 次代へと紡ぐ軌跡 誰がために鐘は鳴る

YEG QUEST Ⅵ　恵那の大地と導かれし勇者たち

YEG Ｘ（CROSS)ROAD　こころ織りなす未来へ　同志と綾なすYEGの絆

登録数

297

274

344

593

679

600

769

761

795

813

1,083

1,088

991

1,166

1,229

1,371

1,314

973

1,586

1,378

1,183

1,214

1,695

1,427

1,317

1,571

1,207

1,138

1,918

1,484

1,372

1,728

1,273

1,562

2,048

2,538

2,126

ー
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副実行委員長

伊藤 基児

副実行委員長

加藤 茂

副実行委員長

野尻 剛司

大会会長

近藤 正幸

大会顧問

江崎 正和・今瀬 智章

実行委員長

金城 正基

主　催

東海ブロック商工会議所青年部連合会
会長　加藤 寛之

日本商工会議所青年部

東海ブロック商工会議所青年部連合会

専務理事
事務局長
事 務 局

岩田 光弘
大西 俊輝
酒井 真一郎・三嶋 啓一郎

大会事務局

幹事長
財　務
連合会事務兼大会事務(一宮職員)

横井 浩
近藤 圭悟
小嶋 裕介

主　管

一宮商工会議所青年部
会長　山口 武

副実行委員長

光樂 朋尚

副実行委員長

西岡 信幸

超ときめき宣伝部
会長

超コアサポ部
会長

木下 典子 工藤  誠一

式典部
会長

全力青年部
会長

榊原 健人 北村  佳子

ツムグ部
会長

マモル部
会長

夫馬 敦士 千賀  修規

まちなか部
会長

大人の社交部
会長

渡邉 幸平 岩田  賢治

ワクワク部
会長

ドキドキ部
会長

田中 智也 後藤 久美子

副部会長 副部会長副部会長 副部会長副部会長 副部会長副部会長 副部会長副部会長 副部会長

石川 晃司
服部  成温

塩谷  淳夫
梶田  洋秋

藤川 真理子
堀田  一朗

遠藤  雅裕
広瀬  真司

足立  薫洋
奥川 香保

大藪  拓也
奥村  光将

巽  由香利
廣田  領志

伊東  大徳
長谷川 真也

柴田  篤志
清水  良幸

岩田  佳之
福田  晋也

岩田  伸嗣
内田  孝曉
岡田  智和
加賀  正真
川合  一輝
酒井  仲
寺澤  勇人
長縄  賢司
西岡  義満
野村  和弘
服部  新
林  竜太郎
藤田  健司
松本  あい
三木  博文
三輪  大地
山口 哲二
吉田  和正
吉田  悟
和田  修汰

池戸  武志
伊藤  雄一
今枝  将和
大宮  和広
岡田  よう子
金村  正吉
桑原  和孝
河野  健亮
澤田  浩基
末吉  隆朗
諏訪  雅紀
曽我  優樹
中井  義也
中村  祐大
丹羽  亮二
奴賀  陽一
福本  真衣
箕作  一朗
和田  雪雄

青山  広己
秋村  医
池田  直幸
上田  悦
加賀  隆史
加島  健
河口 幸満
日下部  乃介
是井  雅満
塩谷  基
清水  翔太
住田  充宏
鳥越  れいか
花本  聖太
原  領佑
藤木  啓右
堀野  兼司
前田  和俊
松浦  里奈
森  彩樹
森  太郎

伊藤  久嗣
井上  祥
大山  崇之
加藤  栄一
河合  初雄
木村  充雄
栗林  宏行
鈴木  昌弘
竹市  敦彦
西野  順介
原  広和

日比野  健二
北條  良
松本  知治
宮田  将伍
森  茂生
森  竜也
森  通隆
山本  隆一

青木  紀篤
浅野  大介
太田  一三
太田  真紀
恩田  翔太
加古川 和也
川口 大吾
後藤  公志
千石  力也
祖父江  真
土川 功介
野杁  晃充
肥田  康平
平松  大輝
藤原  圭佑
松澤  真空
村井  秀行
和田  知也

東海ブロック大会
一宮大会

東海ブロック大会
一宮大会
運営組織図運営組織図

（2025年8月現在）

松葉 洋二・梯 大将・石川 昌臣
尾上 宜正・春日井 爽太
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株式会社いいもりハウジング 株式会社ASK

合資会社大宮工業 有限会社梶田モータース

川松総合会計事務所 菊一あられ株式会社

株式会社土川油店 東海倉庫株式会社

東和工業株式会社 中野建設株式会社
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株式会社中村工業 HAGURICCO

株式会社バルダン 花正建設株式会社

株式会社プラスワン 株式会社文光堂

税理士法人ベストフレンド 株式会社松岡家具

松田自動車株式会社 株式会社三菱UFJ銀行
一宮支店
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株式会社美ノ久 名鉄観光バス株式会社

名鉄西部交通株式会社 株式会社モリテツ

社会保険労務士法人大和T＆M 合名会社山口商店

ワシズ機械株式会社 豊島  晋一

豊島  半七
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